
















　1922 年、全米映画製作者配給者協会（Motion Picture Producers and Distributors of America, 
MPPDA）が結成された。共和党大統領候補の側近で、長老派教会の実力者でもあったウィル・
ヘイズ（Will Hays, 1879-1954）が、会長に招かれた2　。ヘイズは 1945 年まで MPPDA の会長を
務めた。
　1927 年、MPPDA 内で、「禁止事項と注意事項」（The Don’ts and Be Carefuls）というリ
ストが策定され承認された。1930 年、MPPDA はプロダクション・コード（Motion Picture 
Production Code）を策定した。これはカトリック教徒のジャーナリスト、マーティン・クィグ
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　1934 年、MPPDA の下部組織としてプロダクション・コード管理局（Production Code 













　プロモーション・コード管理局による検閲体制は 1950 年代から徐々に形骸化し、1968 年にレー





年のプロダクション・コードのテキストで、これは Doherty が他の版と照合しながら Olga J. 



























　また 1930 年のプロダクション・コードの補遺（Particular Applications of the Code and the 
Reasons Therefore [Addenda to 1930 Code]）のなかでは、上記の「下品」「猥褻」に加えて「冒
涜」（profanity）の項目がある。
（３）明らかな冒涜や冒涜的または下品な表現はどのような方法でも用いることができない。
明らかな冒涜には、God, Lord, Jesus, Christ―これらは敬虔な意味で用いられたときを除く
―やHell, S.O.B., damn, Gawd が含まれる。
2.2　言語に関する規定―プロダクション・コードの他の版
　プロダクション・コード導入以前に、1927 年に MPPDA が策定した「禁止事項と注意事項」（The 
Don’ts and Be Carefuls）では「協会の会員によって製作する映画は、どのような方法で扱うに
しても以下のリストの項目を含んではならない」と述べ、以下の 11 項目を挙げた。その 1 項目
が以下の通りである。
（４）明確な冒涜・不敬。字幕においても台詞においても不可 。このなかに含まれるのは、
God, Lord, Jesus, Christ（これらが適切な宗教的儀式との関連で恭順の意をもって用いられ
るときを除く）, Hell, damn, Gawd およびそのほかの不敬で粗野な表現は綴りにかかわらず。
− 142 − − 143 −
プロダクション・コードと映画の英語 ―『風と共に去りぬ』のdamn
　プロダクション・コードに加えられた最後の改訂は 1956 年のもので、Doherty （2007）はこ





（５）“Bronx Cheer”　（ブーイングの音）、Chippie, God, Lord, Jesus, Christ（敬う意味で
用いられる場合を除く）、 Nuts（狂ったという意味で用いる場合を除く）、 Fairy（下品な
意味で）、Finger（the）、Fire（cries of）、Gawd, Goose（下品な意味で）、Hot（女性につ
いて）、排泄に関する冗談、 “In your hat 12”  、 Madam（売春婦について）、Nance、Pansy，
Razzberry（音）13　、S.O.B, Son-of-a, Tart, Whore
　まだ、この「冒涜」の項目の後半では、プロダクション・コード管理局が「アメリカ合衆国内
の観客および、さらにとりわけ外国の観客にとって、以下の語句がとりわけ深いであることを認
識している」と付け足している。その語句がChink, Dago, Frog, Grease, Hunkie, Kike, Nigger, 










　1939 年 12 月に公開された映画『風と共に去りぬ』は、この時期に製作された他の映画と同じく、
プロダクション・コード管理局と様々な交渉を重ねながら製作された。なかでも、レット・バト








ガレット・ミッチェルの原作小説 1936 年 6 月 30 日に刊行され、その夏のうちに映画化の権利を




　セルズニックは、 “I don’t give a damn.” を “I don’t care.” に変えての撮影も行い、それを使っ
て試写会を行ったが、最後までdamn の使用を諦めなかった。ニューヨークにいる MPPDA 会
長ウィル・ヘイズに宛てて書いた 1939 年 10 月 20 日付の手紙は、セルズニックがdamn の使用
を認めてもらうために指摘した論点が出ている。
（６）親愛なるヘイズ氏へ




















Home Companion やSaturday Evening Post、Collier’s やAtlantic Monthly のような道徳的
な刊行物でさえもこの語を自由に使っていることがわかります。プロダクション・コード
































ド順守が強化されて以降の体制でも、すでに短編映画The Man Without a Country（1937）で
も用いられていた。セルズニックはこのことも交渉のなかで述べていた。22
















　プロダクション・コード管理局のジョゼフ・ブリーンは MPPDA 理事会の判断を受け、11 月
半ばにdamn を含んだ最終版の公開を認めた。セルズニックは、プロダクション・コード違反の
罰金としてこの台詞のために 3600 ドル25  とも 5000 ドルとも伝えられる26  。
『風と共に去りぬ』は 1939 年 12 月 15 日にアトランタでプレミア上映され、全国で公開された。







のdamn の記述を参照してこの語の使用を認めるように訴えていた。OED のdamn の扱いを確
認しておきたい。
　セルズニックが参照したと考えられるOED の初版では、damn（名詞）の項を確認すると、1
番目の意味として「冒涜的な呪いとしてのdamn という語の発話」（The utterance of the word 
‘damn’ as a profane imprecation.）と説明があり、初出は 1619 年の例文が挙げられている。2 番
目の意味が「（自由な話し言葉で）「何の価値もない」や、「まったく気にしない」などの句であ
いまいに用いられる」（Used vaguely （in unconventional speech） in phrases not worth a damn, 
not to care a damn）で、1760 年から 1849 年の例文が挙がって。用例はworth a damn とnot 
− 146 − − 147 −
プロダクション・コードと映画の英語 ―『風と共に去りぬ』のdamn
to care a damn に関するものがあがっている。
　興味深いことに、1989 年に出版されたOED の第 2 版には、2 番目の意味にnot worth a damn、
not to care a damn に加えてnot to give a damn が付け加えられていることである。用例に
も、初版の例にはなかった “I don’t give a damn for the girl”（1895）、”See the happy moron, 
He doesn’t give a damn. I wish I were a moron. My God! Perhaps I am!”（1929）、”It was 
obvious, as one angry young woman remarked, that he didn't give a damn—and so they were 
enraged.”（1959）が加わっている。また現在公開中の電子版では、語義の説明は変わっていないが、
2 番目の意味の用例として、”I don't give a single, solitary damn.”（1939）が加わっている。
　OED の語義および用例から見ると、not to give a damn が 19 世紀末から 20 世紀に増えてき
た表現だという可能性が見えるが、これはさらに調査が必要である。『風と共に去りぬ』の “I 









































11 Doherty（2007）pp.351-363. これはプロダクション・コードの作成者のひとりであった Martin 
J. Quigley が毎年発行していたMotion Picture Almanac の 1956 年版を参照したものである。
12 Go shit in your hat の略。
13 放屁の擬音語として
14 それぞれの語は蔑称。Chink（中国人）, Dago（イタリア人、スペイン・ポルトガル・南米人）, 
Frog（フランス人）, Greaser　（ラテンアメリカ人、特にメキシコ人、イタリア人）, Hunkie（ハ
ンガリー人）, Kike（ユダヤ人）, Nigger（黒人）, Spic（スペイン系アメリカ人、特にプエルト
リコ人、メキシコ人）, Wop（イタリア人）, Yid（ユダヤ人）
15 Lewis （2000）所収の「1930 年のプロダクション・コード」では Doherty （2007）のプロダクショ
ン・コードの「冒涜」の項（本稿の（２））に加えて　Alley cat, bat （applied to a woman）, 
cripes, cocotte, fanny, “hold your hat”, Louse, lousy, nerts, slut （applied to a woman）, tom cat 




や交渉の過程については、Leff & Simmons （1990） pp.79-108 に詳しい。例えば、出産の場面、レッ
ト・バトラーがスカーレットに対して夫婦間レイプを働く場面、ベル・ワトリングの売春宿の場
面、スカーレットが暴漢に襲われる場面、黒人の扱いなどが問題となり、プロダクション・コー




18 The Personal History, Adventures, Experience, & Observation of David Copperfield the 
Younger,  1935.
19 Little Lord Fauntleroy , 1936.
20 A Tale of Two Cities,  1935
21 プロダクション・コードでは映画が本や新聞、音楽と異なって影響力が大きいため道徳的義
務があると詳述している。たとえば 1930 年のプロダクション・コードの第一部の一般原則の
なかには以下のような記述がある。　 “Films, unlike books and music, can with difficulty be 
confined to certain selected groups. . . . The reaction of a reader to a book depends largely on 
the keenness of the reader; the reaction to a film depends of the vividness of presentation.”
Doherty（1999）pp.349-350.
22 Leff and Simmons（1990）p.102.
23 Leff and Simmons（1990）pp.102-104.
24 Leff and Simmons（1990）pp.104-105
25 1940 年 4 月 11 日　The Alexander City Outlook（Alexander City, Alabama）
26 1969 年 8 月 4 日　The News-Messenger（Fremont, Ohio）
27 例えば Jimmie Fidler のコラム。1939 年 12 月 26 日The Post-Crescent（Appleton, Wisconsin）
ほか。
28 “Gable’s naughty word may mark return of sense in censorship”というタイトルのLucie Neville
の記事。1940 年 6 月 11 日　Public Opinion （Chambersburg, Pennsylvania）
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